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平成１８年度収入決算額　（円）

当期収入合計 93,935,490 %

事業収入 11,863,298 12.7

会費収入 47,502,500 50.6

補助金収入 15,100,000 16.1

負担金収入 16,792,875 17.9

その他 2,676,817 2.7



平成１９年度収入予算額　（円）

当期収入合計 101,383,479

事業収入 12,845,000

会費収入 47,510,000

補助金収入 15,000,000

負担金収入 16,633,000

その他 9,395,479



年度 国庫補助金収入 年度 国庫補助金収入 年度 国庫補助金収入

1932 1963 380,000 1988 8,470,000

1933 1964 370,000 1989 7,620,000

1934 1965 350,000 1990 8,000,000

1935 1966 400,000 1991 8,000,000

1936 1967 410,000 1992 8,000,000

1937 1968 470,000 1993 8,800,000

1938 1969 480,000 1994 9,070,000

1939 1970 570,000 1995 8,730,000

1940 1971 950,000 1996 9,070,000

1941 1972 1,120,000 1997 9,350,000

1942 1973 1,740,000 1998 9,530,000

1946 1974 2,430,000 1999 15,400,000

1947 25,000 1975 2,860,000 2000 15,400,000

1948 50,000 1976 3,350,000 2001 16,300,000

1952 240,000 1977 3,860,000 2002 16,200,000

1953 440,000 1978 5,430,000 2003 16,000,000

1954 200,000 1979 7,670,000 2004 15,100,000

1955 260,000 1980 7,670,000 2005 15,000,000

1956 220,000 1981 7,800,000 2006 15,100,000

1957 0 1982 8,090,000 2007 0

1958 100,000 1983 8,090,000

1959 150,000 1984 8,970,000

1960 210,000 1985 8,970,000

1961 250,000 1986 8,970,000

1962 340,000 1987 8,970,000

科学研究費補助金



１．今年度に取り組んだ対応

今年度は1,150万円の予備費を不足分の補填に充てた。

残り350万円程度の不足分を，以下の経費削減策で対応し

ている。

１）各種委員会および事務局における経費の削減

２）支部補助金や大会交付金の削減の協力依頼および

一部実施

３）印刷会社による和英両誌印刷代の値下げ協力

４）英文誌の会員各位への発送をその次の月に刊行され
る「日本水産学会誌」に同封することによる発送経費
の削減（英文誌73巻4号8月刊行分から実施）



学会の財務および経費削減に関するアンケート　回答結果

アンケート回答者

会員種別 人数 会員数

名誉会員 17 25

正会員 1392 3299

団体会員 85 190

賛助会員 33 77

合計 1527 3591

正会員，団体会員，賛助会員の回収率

42.3%　　(=1510/3566)



正会員，団体会員，賛助会員回答結果

質問２．英文誌「Fisheries Science」についてお尋ねします。

a：賛成 b：やむをえない c：反対 d：わからない 無回答 計

回答数（人） 765 690 10 38 7 1510

回答率（％） 50.7 45.7 0.7 2.5 0.5 100

今年度，英文誌の会員への送付を，73巻4号（8月刊行分）から１カ月遅らせて，和文誌「日本水
封して配本することとしました。これについて，どうお考えでしょうか？



a：賛成 b：やむをえない c：反対 d：わからない 無回答 計

回答数（人） 378 827 206 77 22 1510

回答率（％） 25.0 54.8 13.6 5.1 1.5 100

a：購入する b：購入しない c：わからない 無回答 計

回答数（人） 51 1233 213 13 1510

回答率（％） 3.4 81.7 14.1 0.9 100

正会員，学生会員，外国会員への英文誌の配布を，次年度以降取りやめることについて，どうお考えでしょうか。

英文誌配布を取りやめた場合，英文誌を10,000円程度別に支払ってでも購入しますか。



英文誌の論文がインターネット上のBlackwell Synergyで読めることをご存知ですか。

a：知っている b：知らない 無回答 計

回答数（人） 796 707 7 1510

回答率（％） 52.7 46.8 0.5 100

英文誌の電子ジャーナルをBlackwell Synergyで利用したことがありますか。

a：利用したことがある b：利用したことはない c：わからない 無回答 計

回答数（人） 387 1095 22 6 1510

回答率（％） 25.6 72.5 1.5 0.4 100

Blackwell Synergyで水産学会会員として登録していますか。

a：登録している b：登録していない c：わからない 無回答 計

回答数（人） 193 1122 186 9 1510

回答率（％） 12.8 74.3 12.3 0.6 100



質問３．和文誌「日本水産学会誌」の記事についてお尋ねします。

a：賛成 b：やむをえない c：反対 d：わからない 無回答 計

回答数（人） 243 591 538 129 9 1510

回答率（％） 16.1 39.1 35.6 8.5 0.6 100

和文の論文（報文，短報，総説）をJ-stage上の電子ジャーナルでのみ公開し，和文誌には掲載しない
ことについて，どうお考えでしょうか。

a：賛成 b：やむをえない c：反対 d：わからない 無回答 計

回答数（人） 677 621 155 49 8 1510

回答率（％） 44.8 41.1 10.3 3.2 0.5 100

和文誌に掲載される会告・会報などの情報を，お知らせメールの配信と学会ホームページで提供する
ことにより和文誌のスリム化を行うことについて，どうお考えでしょうか。



会費の値上げについて，どうお考えでしょうか。

a：賛成 b：やむをえない c：反対 d：わからない 無回答 計

回答数（人） 10 397 1018 71 14 1510

回答率（％） 0.7 26.3 67.4 4.7 0.9 100

やむをえず会費を値上げするとした場合の許容額についてお答え下さい。

a：1000円 b：2000円 c：3000円 d：5000円 e：その他 無回答 計

回答数（人） 531 436 76 58 103 306 1510

回答率（％） 35.2 28.9 5.0 3.8 6.8 20.3 100

質問４．会費についてお尋ねします。



２．次年度に向けた方針および経費削減策

方針：

1)会費を値上げすることなく，経費の大幅削減と収
入増で乗り切る。

2)次年度の経費削減策を講じても不足が生じた場合
には，当面は積立金の取りくずしで対応する。

3)次年度の予算編成においては，科研費補助金収入
を組み込まない。ただし，次年度以降も，種々の
対策を講じながら，経費削減策に応じた適切な補
助申請額で補助金の獲得に努力する。



経費削減策

１）補助金が打ち切られた英文誌 Fisheries Scienceにつ

いて，正会員，学生会員，外国会員への無料配布をやめ
ることで，印刷および発送経費の大幅削減をはかる。

２）和文誌日本水産学会誌における会告・会報などの情

報について，ホームページでの提供に加えて，お知らせ
メールの新設により速報性を高めて会員へ配信すること
で，印刷ページ数のスリム化を計り，印刷経費の削減に
取り組む。

３）今年度と同様に，各種委員会および事務局における

経費の削減，支部補助金や大会交付金の削減などを引き
続き行う。

４）正会員の増加，賛助会員の獲得および広告や寄付金

の増加などの収入増加策に取り組む。



学会大会前の会員数増加について

平成１９年度第５回理事会（ ９月２５日）承認会員数

正会員 ４１名、学生会員 １４２名

平成１８年度第５回理事会（ ９月３０日）承認会員数

正会員 １１名、学生会員 ２名



平成１８年度支出決算額　(円）

支出合計 93,910,036 %

管理費支出 25,931,794 27.5

事業費支出 67,978,242 72.5

事業費内訳 対事業費

旅費交通費 5,540,217 8.1

印刷製本費 44,751,452 65.8

通信運搬費 7,059,963 10.4

その他 10,626,610 15.7


